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表紙の風景

１月16日�、中心市街地で消防出初式が行

われました。旧第一中学校の敷地では、威勢

の良い木遣りのかけ声にあわせて、纏（まと

い）の振り初めやラッパ吹奏などの伝統技能

が披露されました。また、海野町商店街から

市民会館に向けて、消防音楽隊の演奏に合

わせて消防団員や消防職員などおよそ 1,300

人が行進。市民会館で行われた式典では、

無火災自治会や分団・団員への表彰、防火宣

言などが行われました。

如月如月22. 1

救急情報ネットワークシステム

消 防 本 部／� 26-0119
南部消防署／� 38-0119

受診できる医療機関を教えます（24時間対応）

急病の
ときは

きさらぎ

人のうごき（1月 1日現在）

人口 122,134 人（＋ 35）

男 59,919 人（＋ 23）

女 62,215 人（＋ 12）

世帯数 46,532 戸（＋ 6）

外国人登録者数 4,796 人（＋ 44）

男 2,429 人（＋ 12）

女 2,367 人（＋ 32）

※（ ）内は前月比

2月8日～22日
行事・イベントカレンダー

8 � 電話加入権の公売（9:40 ～／市役所南庁舎 5階）2 9 �
10 �
11 �

12 �

13 �
14 �

15 �

16 �
17 �

18 �
19 �

20 �
21 �
22 �

県内 105 市町村が参加した
手づくりCMの祭典「第 4 回ふ
るさとCM大賞 NAGANO」（長
野朝日放送）で、上田市はうえ
だ百勇士委員会の皆さんが制
作した CM が、審査員特別賞
「コスチューム賞」を受賞しました。
詳細は 9ページ参照。

上小児童生徒版画展覧会（～ 21 日）� p.19
手づくり体験フェア（～ 13 日）� p.19
情報サービス・暮らしとビジネス支援型図書館づくり� p.16

冬の星座さがし� p.16
ウィークエンドリサイクル（10 :00 ～ 12 :00 ／西友秋和
店・西友三好町店）
文化創造祭� p.19
ビデオ上映会� p.16

わくわく講座� p.19
上田市次世代育成支援行動計画素案の公聴会（10 :00 ～
11:30 ／市民プラザ・ゆう）
上田地域合同企業ガイダンス� p.19
ひきこもり講演会・相談会� p.18

上小地域水墨画展（～ 24 日）� p.16
市道黒坪長島線の交通規制� p.18

市・県民税の申告受付（～ 3/15 ・市民会館ほか）

チャイルドシート着用講習会� p.18
わくわく講座� p.19
個人事業者の決算・確定申告応援フェア� p.16

統計調査員応募締切り� p.19

模型飛行機をつくろう！� p.16
ウィークエンドリサイクル（10 :00 ～ 12 :00 ／やおふく
古里店・Ａコープコア塩田店）
粗大ごみ回収（10:00 ～ 12:00 ／クリーンセンター駐車場）
第 3回別所線電車利用促進シンポジウム� p.15
ビデオ上映会� p.16
語り紡ぐ「絵解き」の世界� p.16

パソコン相談室� p.16

絵手紙展（～ 27 日）� p.16

パソコン初心者コース� p.16
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大人の仲間入り―成人式
1/9

1 月9日（日）、文化センター、

上田創造館、上野が丘公民館、

モルティしおだの 4 会場で成

人式が行われました。今年の

新成人は全体で 1310 人。当

日は、中学校のときにお世話

になった担任の先生も駆け

つけ、新成人にお祝い

の言葉を述べました。

また、各会場では西丘

保育園鼓笛隊の演奏や

三好町保育園・信州上

田真田陣太鼓や塩田西

小学校の皆さんの太鼓

が披露され、演奏に参

加した子どもたちも「お

兄さん・お姉さん」の成

人を祝いました。

写真をご希望の方は、
秘書課広報うえだ担当
へお電話ください。
� 22・4100 内線 1115

2005年スペシャルオリンピックス冬季世界大会・長野
カウントダウン50日前イベント in 上田 1/11

11日、約 300 人が参加して「カウントダウン 50日

前イベント in 上田」が創造館で開催され、タテタカコ

さんのミニコンサートや色とりどりのアートフラッグ贈

呈式、チャリティーオークションなどが行われました。

細川理事長は記念講演のなかで「SOのアスリートか

ら、自分の限界に向かって努力し、他人ではなく、自

分に勝つことの素晴らしさを教えてもらいました。SO

への理解を深め、心のバリアを吹き飛ばす変化に期

待します」と語り、SOへの支援を呼びかけました。

上田笑月寄席　1/16

「笑う門には、福来たる」。16日、文化セン

ターで第 4 回笑月寄席が行われました。上

田市出身の三遊亭きん歌さん（二つ目）の落

語や柳家柴文さんの粋曲など、多くの人が寄

席芸を楽しみました。「（落語家には）バカに

ゃなれない、利口はならない」――落語家の

話に場内が沸き、初笑いを楽しんだ皆さん

は満足そうに家路についていました。
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市
町
村
合
併
特
集

―
合
併
協
議
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
―

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
は
、
2
年
余
り
に
わ
た
り
、
4
市
町
村
の
合
併
に
つ

い
て
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
4
市
町
村
は
、
平
成
18
年
3
月
6

日
を
も
っ
て
新
市
を
誕
生
さ
せ
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
た
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
協
議
結
果
の
中
か
ら
、
主
な
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
基
本
的
な
協
議
事
項
●

ま
ず
は
、基
本
的
な
協
議
事
項
で
す
。

◆
合
併
の
方
式

「
新
設
（
対
等
）
合
併
」

◆
合
併
の
期
日

「
平
成
18
年
3
月
6
日
」

◆
新
市
の
名
称

「
上
　
田
　
市
」

◆
新
市
の
事
務
所
の
位
置

「
上
田
市
役
所
」

ま
た
、
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石

村
の
現
庁
舎
と
上
田
市
の
3
つ
の
支

所
に
つ
い
て
は
、
地
域
自
治
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
加
促
進
の
た
め
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
料

合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、

平
成
18
年
度
か
ら
の
保
険
料
見
直
し

に
合
わ
せ
統
一
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
4
市
町
村
に
は

多
く
の
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
、
も
っ
と

も
制
度
の
充
実
し
た
上
田
市
の
し

く
み
を
基
本
に
調
整
さ
れ
ま
す
。

●
議
会
に
つ
い
て
●

最
後
に
議
会
に
関
わ
る
事
項
で
す
。

定
数
及
び
任
期
の
特
例
に
つ
い
て

在
任
特
例
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

定
数
特
例
は
適
用
し
ま
せ
ん
。

定
数
に
つ
い
て

条
例
定
数
は
34
人
と
し
ま
す
。

※
現
在
は
4
市
町
村
合
わ
せ
て
80
人
で
す
。

選
挙
区
に
つ
い
て

合
併
後
最
初
の
選
挙
に
限
り
2
つ

の
選
挙
区
を
設
置
し
ま
す
。

○
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
を
一
つ

の
区
域
と
す
る
選
挙
区
（
定
数
32
）

○
武
石
村
を
一
つ
の
区
域
と
す
る
選

挙
区
（
定
数
2
）

このほか、合併協議の詳細は、上田市・丸子町・真田町・武石村合併協議会のホームページ（http://www.ueda-maruko-sanada-takeshi-gappei.jp/index.html）をご覧ください。

景
気
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
、
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
、
地

方
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
４
市
町
村
で
は
、

住
民
負
担
の
増
加
を
極
力
抑
え
な
が
ら
、
現
行
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
水
準
を
維
持
で
き
る
よ
う
話
し
合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
話
し
合
い
に
基
づ
く
財
政
推
計
の
結
果
、
新
市
は
合
併

に
伴
う
各
種
の
財
政
支
援
を
活
用
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

4
市
町
村
は
、
こ
の
大
き
な
変
化
の
時
代
を
、
合
併
と
い
う

手
段
を
通
じ
て
乗
り
越
え
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
た
な

地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
18
年

3
月
6
日
の
新
生

「
上
田
市
」の
誕
生

に
向
け
て
、
皆
さ

ん
の
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

市
民
税
等

●こんな制度が加わります●

これまで上田市になかった各町村の制度で、新たに新

市に適用される制度もあります。

軽度生活援助事業
高齢者世帯等に対し、雪かきなどの簡易な日常生活の援助

を行います。

【丸子町・真田町・武石村の制度】

不妊治療助成事業
県の助成制度の対象とならない不妊治療について、自己負

担の治療費の1／2を助成します。

【丸子町の制度】

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

①
3
町
村
の
住
民
投
票

2
月
6
日
�

真
田
町
（
合
併
の
必
要
性
）

丸
子
町
（
合
併
の
枠
組
み
と
必
要
性
）

2
月
13
日
�
　
武
石
村
（
合
併
の
枠
組
み
と
必
要
性
）

②
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
、
合
併
協
定
書
に
調
印

③
各
市
町
村
議
会
の
合
併
議
決

④
3
月
中
に
県
知
事
に
合
併
申
請

続
い
て
、
住
民
生
活
に
身
近
な

協
議
事
項
で
す
。

小
学
校
・
中
学
校

今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
通

学
区
域
も
学
校
給
食
も
そ
の
ま
ま

で
す
。

保
育
園
・
公
立
幼
稚
園

上
田
市
の
保
育
料
を
基
本
に
統

一
し
ま
す
。

水
道
・
下
水
道
の
料
金

合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と

し
、
5
年
を
か
け
て
統
一
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

合
併
時
は
現
行
の
と
お
り
と

し
、
18
年
度
か
ら
新
た
な
税
率
と

し
ま
す
が
、
４
市
町
村
間
の
税
率

に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

3
年
以
内
の
不
均
一
課
税
に
つ
い

て
も
検
討
し
ま
す
。

丸窓電車

菅平高原

美ヶ原高原

鹿教湯温泉

●
住
民
生
活
に
身
近
な
協
議
事
項
●個人市民税

均 等 割

所 得 割

法人市民税
均 等 割

法人税割

税　の　種　類 現在の上田市 新　市

3,000 円

標準税率
現行のとおり

標準税率
×1.2

13.7 ％

・資本金１億円超の法
人：標準税率×1.2

・資本金1億円以下の
法人：標準税率

現行のとおり

※資本金1億円以下の法人が標準税率に減額されます。

税　の　種　類 現在の上田市 新　市

固　定　資　産　税 1.4 ％

入 湯 税

宿　泊
入湯客

日帰り
入湯客

150 円

50 円

都　市　計　画　税 0.2 ％

現行のとおり
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■問合せ
上下水道局

� 22-4100
1853・1870

決算の
あらまし

平
成
15
年
度
の
水
道
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
決
算
は
、
平
成
16
年
12
月

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※水道料金などの収益と、水道水を作り、送り届けるための費用の収支です。
※損益計算をするため税抜きにしてあります。

収　益 
19億5,900万円 
収　益 

19億5,900万円 
収　益 

19億5,900万円 
費　用 

20億1,500万円 
費　用 

20億1,500万円 
費　用 

20億1,500万円 

借入金利息 

減価償却、水
道管の除却費
など 

水を作る費用、
施設の維持管
理などに要した
費用 

その他収入 
1億7,700万円 

水道料金収入 
17億8,200万円 

6億6,300万円 

4億6,900万円 

8億8,300万円 

当年度 
純損失 
5,600万円 

支　出 
13億6,300万円 
支　出 

13億6,300万円 
支　出 

13億6,300万円 

収　入 
5億9,400万円 
収　入 

5億9,400万円 
収　入 

5億9,400万円 

その他の収入 
500万円 

借入金（企業債） 

配水管の改修工
事等の負担金 

借入金（企業債
元金）の返済 

浄水場、配水
管などの建設、
改良に要した費
用 

4億8,600万円 

8億7,700万円 2億5,600万円 

3億3,300万円 

不足額7億6,900
万円は過年度分
損益勘定留保資
金等で充当 

原水を浄水場まで運んでくるための費用 
1.7円 

下水道工事等で
水道管を除却し
た費用 

その他（薬品費、
材料費等） 

施設の建設、
改良にかかった
借入金の利息 

固定資産が
時の経過や
使用によっ
て価値を減
らした分 

水の製造、施設の維持
管理、料金の徴収など
の人件費 

水道管の修理や浄水場で水を
きれいにする費用 

15.7円 

16.9円 24.6円 

27.9円 5.4円 

7.8円 

減価償却費 

水道料金 
100円の 
使いみち 

※国からの借入金や工事負担金などの収入と、水道施設を造るための支出の収支です。
※損益勘定留保資金＝減価償却費、資産減耗費等現金の支出を必要としない費用で､施設建設のために企業内
に留保される資金｡

・取水施設（新屋取入口の非常用活性炭注入設備工事等）…3,500万円
・浄水施設（染屋浄水場原水濁度計設置工事等）……………1,700万円
・送水、配水施設（送水管、配水管の新設3,250ｍと改修工事14,480ｍ）
………………………………………………………………7億6,500万円

5 10 15 20 25 30 35億円 

収益 

費用 

17.4 
使用料収入 

差引0.5億円　当年度純損失 

10.9 
減価償却費 

12.6 
借入金の利息 

12.5 
一般会計繰入金他 

6.9 
汚水の処理費用 

計29.9

計30.4

2 4 6 8 10億円 

収益 

費用 

2.4 
使用料収入 2.1億円 

当年度純損失 

3.4 
減価償却費 

2.8 
借入金の利息 

3.7 
一般会計繰入金他 

2.0 
汚水の処理費用 

計 6.1

計 8.2

収益的収支（損益計算書）は…

資本的収支は…

主な事業は…建設改良工事　8億1,700万円
内

①給水収益（水道料金収入）は、17 億 8,200 万円で、14 年度に比べ
795万円（0.4 ％）減少しました。水の使用量は経済状況や生活様式の変化
等により落ち込んでいます。
②収益と費用
総事業収益は、19億 5,900 万円で、前年度に比べ 96万円（0.05 ％）増
加しました。総事業費用は 20 億 1,500 万円で、14 年度に比べ 5,621
万円（2.9 ％）増加、この結果、5,600 万円の純損失を計上（6年連続）しま
した。
③安全でおいしい水を安定的に供給するための企業努力
これまで、長引く不況等により給水収益が減少するなか、設備投資の見直し、
企業債の繰上償還（高い金利の借入金を早く返済して支払利息を軽減）等、積
極的に経営の効率化、経費節減を進め、健全な事業運営に努めてきました。
今年 4月使用分から水道料金が改定されますが、今後も安全でおいしい水
を安定してお客様にお届けするため、水質管理の強化を図るとともに、効率
的な配水管の新設、改修工事や老朽管・鉛製給水管の改修を進め、水道水質
のいっそうの高品質化を目指し、災害等緊急時にも迅速に対応できるよう努
力します（水道料金改定については1月16日号広報をご覧ください）。

経営の状況は…

経営の状況は…収益的収支（損益計算書）は…

主な事業は…建設費64億9,000万円

・上田終末処理場汚泥処理棟新設等 …18億 6,400万円
・上田処理区管路工事 ……………………7億8,400万円
・南部処理区管路工事 …………………12億 8,900万円
・中塩田処理区管路工事 …………………4億9,500万円
・神川東中継ポンプ場建設 ………………2億1,200万円
・神川東処理区管路工事 …………………8億2,400万円

など

①収益…前年比2.8 億円 10.4 ％増
・使用料収入は、平成 15 年 4 月からの料金改定(平均改定率
5.6 ％)と、中塩田処理区の供用開始、南部処理区の重点的な
管路延長に伴う水洗化人口の増加によって、前年に比べて
11.7 ％増加しました。

・一般会計からの繰入金は、8.3 ％増加しました。これは、ほと
んどが国からの交付税で賄われています。
②費用…前年比1.7 億円 5.9 ％増
・汚水の処理費用は、前年に比べて8.9 ％増加しました。
・減価償却費は、南部終末処理場の建設、中塩田処理区の管渠
布設によって、13.4 ％増加しました。

・借入金の利息は、1.4 ％減少しました。
③当年度純損失（＝収益－費用）は5,162万円となり、今
までの累積欠損金は5億3,234万円となっています。
④将来の見とおし
公共下水道事業では、市全体の環境保全の視点から、河川の
水質向上を図ることを目標に、普及率アップによって、収益を
確保しながら、事業の効率化と借入金の抑制を図り、利益へ
の転換を目指します。

下水道使用料などの収益と、汚水をきれいな水に変えるための費用の収支
です。

借入金は…

平成 15 年度に借入金(企業債)は 11.8 億円返済しました。
年度末の残高は、495.3 億円となっています。

※資本的収支（建設費や借入金など、施設を造るための収入･支
出額です）は収入74.6 億円、支出78.2 億円でした。

経営の状況は…収益的収支（損益計算書）は…
農業集落排水使用料などの収益と、汚水をきれいな水に変えるための費用
の収支です。

①収益…前年比0.8 億円 15.9 ％増　
・使用料収入は、平成 15 年 4 月から料金改定(平均改定率
5.6 ％)したことや水洗化が着実に進んだことによって、前
年に比べ18.9 ％増加しました。

・一般会計からの繰入金は、14.2 ％増加しました。これはほ
とんどが、国からの交付税で賄われています。
②費用…前年比1.0 億円 14.1 ％増
・汚水の処理費用は、前年に比べて16.1 ％増加しました。
・減価償却費は、平成14年度に建設した処理場や管渠によっ
て、20.0 ％増加しました。

・借入金の利息は、0.7 ％増加しました。
③当年度純損失（＝収益－費用）は2億832万円となり、
今までの累積欠損金は6億1,632万円となっています。
④将来の見とおし
農業集落排水事業は、平成16年度当初の殿城地区の供用開
始によって、全地区で事業が完了し、今後は維持管理に重点
を置くことになるため、処理場や管渠など施設の維持管理経
費のさらなる効率化に努め、早急に収支の改善を図ります。

借入金は…
○平成15年度に借入金(企業債)は 1.9 億円返済しました。
○年度末の残高は、124.1 億円となっています。
※資本的収支（建設費や借入金など、施設を造るための収入･支
出額です）は収入7.2 億円、支出7.9 億円でした。

下水道事業全体の普及率は68.2 ％（平成14年度）から78.5 ％（平成15年度）へ上がりました

主な事業は…建設費5億7,000万円
・殿城地区処理場新設工事 ………………1億6,700万円
・殿城地区管路工事 ………………………3億　400万円

など

平成 15 年度

水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

公共下水道事業会計公共下水道事業会計 水道事業会計水道事業会計

農業集落排水事業会計農業集落排水事業会計
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そ
こ
に
行
き
た
く
な
る
何
か
誘
発
的
な
こ
と

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
に

今
い
る
人
た
ち
と
関
連
者
を
含
め
た
集
ま
り

が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
い
う
も
の
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
結
局
、

企
業
不
在
で
物
事
を
決
め
て
し
ま
っ
て
は
進

ま
ず
、
実
際
に
誘
致
の
対
象
と
な
る
企
業
の

意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

か
つ
て
上
田
は
蚕
糸
産
業
の

一
大
拠
点
だ
っ
た

生
糸
は
、
開
国
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
、
日

本
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
輸
出
商
品
で
あ

り
、
上
田
は
明
治
の
初
期
に
「
信
州
の
横
浜
」

と
呼
ば
れ
る
一
大
集
散
地
と
し
て
栄
え
た
。

上
田
に
は
、
リ
ス
ク
に
挑
み
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
て
行
く
商
人
と
し
て
の

「
気
質
」
が
あ
っ
た
。
こ
の
気
質
は
、
不
透
明

な
経
済
が
続
く
現
在
に
お
い
て
、
最
も
必
要

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

創
業
精
神
が
大
切

創
業
に
は
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
す
る
支
援
も
大
切
で
あ
る
が
、
独
立
し
て

や
る
と
い
う
創
業
心
が
大
切
で
、
結
局
は
人

で
あ
る
。
上
田
は
気
候
が
温
暖
な
た
め
、
人

が
温
和
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
な
ん
と
な
く

引
き
継
が
れ
て
い
く
と
い
う
地
域
特
性
に
よ

る
人
間
性
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
上

田
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と

思
う
。

企
業
誘
致
は
ア
ン
テ
ナ
と
情
報
発
信

企
業
誘
致
は
、
き
っ
か
け
と
タ
イ
ミ
ン
グ

が
大
切
で
あ
り
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
情

報
を
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
勧
誘
を

し
て
お
け
ば
あ
と
で
効
果
が
出
て
く
る
こ

と
も
あ
る
。

こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る
産
業

今
後
、
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
潜
在
的
な
市

場
と
し
て
は
「
健
康
に
対
す
る
不
安
解
消
に

関
す
る
需
要
」「
自
由
時
間
、
人
と
の
つ
な
が

り
に
関
す
る
需
要
」「
豊
か
で
居
心
地
の
良

い
空
間
消
費
に
関
す
る
需
要
」
な
ど
医
薬
関

係
、
健
康
食
品
、
介
護
関
係
、
情
報
通
信
、

余
暇
関
係
な
ど
サ
ー
ビ
ス
業
的
な
産
業
が
中

心
に
考
え
ら
れ
る
。

人
材
育
成
の
大
切
さ
と
必
要
性

研
修
は
人
材
育
成
の
た
め
に
大
切
で
あ

り
、
意
欲
の
あ
る
人
は
、
土
日
で
あ
っ
て
も

受
講
を
希
望
し
て
お
り
、
自
主
的
に
受
け
た

い
人
に
機
会
を
設
け
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も

重
要
で
あ
る
。ど
の
仕
事
も
専
門
的
に
な
り
、

そ
の
道
の
プ
ロ
で
な
け
れ
ば
仕
事
が
で
き
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の
職
種
の
専
門
家

の
育
成
も
大
切
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ウ
ィ
ズ
・
ビ
ル
ド
」が
大
切

行
政
改
革
で
は
、
業
務
を
縮
小
す
る
だ
け

で
な
く
、
新
し
い
も
の
を
創
る
こ
と
に
よ
っ

て
古
い
も
の
を
変
え
て
い
く
「
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ウ
ィ
ズ
・
ビ
ル
ド
」
が
大
切
で
あ
る
。

大
学
の
役
割
と
生
涯
学
習

国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
今

ま
で
は
18
歳
の
学
生
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
お
そ
ら
く
全
年
齢
学
生
型

に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も

学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
、
教
育
か

ら
人
生
の
充
実
と
か
生
き
が
い
と
い
う
形
で

生
涯
学
習
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
、
大
学
の

今
後
の
姿
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
学
習
と

い
う
の
は
、
経
済
的
に
も
非
常
に
大
き
な
分

野
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
と
き
に
、
市
の

支
援
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
非
常
に
重
要
で
、

大
学
と
市
が
う
ま
く
連
携
し
て
い
け
る
か
は

大
学
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
活
性
化
に
と
っ

て
も
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

産
学
連
携
は
大
学
の
人
材
活
用
・
交
流

大
学
の
活
用
、
産
学
連
携
の
最
も
重
要
な

部
分
は
、
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
り
、

最
初
か
ら
事
業
化
・
製
品
化
の
可
能
性
の
あ

る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
そ
の
ま
ま
大
学
に
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
活
用
す
る
に
は
、
育
て

る
必
要
が
あ
り
、
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い

く
と
い
う
気
持
ち
で
、
企
業
が
大
学
と
交
流

を
始
め
る
こ
と
が
産
学
連
携
と
し
て
大
切

で
あ
る
。
そ
う
い
う
場
を
市
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
こ
と
で
、
出
会
い
が
始
ま
る
。

企
業
誘
致
す
る
に
は

企
業
の
声
を
聞
こ
う

企
業
誘
致
は
、
結
局
そ
こ
に
産
業
が
育
つ

よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
最
後
は
決
ま
っ
て
し
ま
う
。
企
業
が

山浦 愛幸委員
�八十二銀行専務取締役、元上田
支店副支店長、東御市滋野出身

北澤 宏一委員
独立行政法人科学技術振興機構理
事、東京大学新領域研究科客員教
授、専門は、エネルギー、超伝導工
学、飯山市出身

北澤宏一
山浦愛幸 考える
上田 提言

市政策企画委員と市長との懇談

北澤宏一さん
山浦愛幸さんが考える
上田への提言

昨年12月、市長と懇談が行われました。
北澤委員からは、産学官連携や生涯学習などについて、山浦委員

からは、懇談に先立ち、主に商工業者の皆さんを対象に「地域の元
気を取り戻すためのヒント」と題した講演もいただきながら産業振
興全般について、それぞれ市政運営の参考になる貴重なご提言や
ご助言をいただきました。

企画課　� 23・5112
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活
動
報
告

―
し
ら
せ
隊
―

し
ら
せ
隊
の
活
動
方
針

1

地
元
の
良
さ
を
再
発
見
し
、

2

し
ら
せ
合
い
、

3

天
下
一
（
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を

目
指
す
。

こ
れ
ら
を
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
。

し
ら
せ
隊
は
、
こ
の
三
つ
の
テ
ー
マ
実

現
の
た
め
、
実
際
の
体
験
を
通
し
て
提
言

に
結
び
つ
け
よ
う
と
、
当
初
28
人
の
隊
員

各
自
の
提
案
内
容
か
ら
、
4
つ
の
グ
ル
ー

プ
を
編
成
し
ま
し
た
。

月
1
回
の
全
体
会
議
と
各
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
月
数
回
の
会
合
に
よ
り
、
全
員
参
加

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
活
動
内
容

○「
ふ
る
さ
と
C
M
大
賞
」（
長
野
朝
日
放

送
・
A
B
N
）
出
品
作
品
制
作
グ
ル
ー
プ

上
田
市
内
外
へ
の
P
R
策
と
し
て
、
15

年
度
と
16
年
度
に
し
ら
せ
隊
の
自
主
制
作

で
出
品
し
ま
し
た
。

16
年
度
は
、
8
月
ま
で
に
何
回
も
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
最
終
絵
コ
ン
テ
を
決

定
。
9
月
、
市
長
や
N
P
O
法
人
「
演
劇
塾
」、

忍
遊
塾
の
皆
さ
ん
が
特
別
出
演
し
て
撮
影

を
行
い
、「
歴
史
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
ほ
ほ

笑
む
街
」
に
仕
上
げ
出
品
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
県
内
105
市
町
村
の
応
募
作
の
中

か
ら
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
、
年
間
30

回
放
映
（
A
B
N
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

○
イ
ベ
ン
ト
参
加
グ
ル
ー
プ

現
状
を
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
あ

じ
さ
い
祭
り
」（
7
月
）と
「
真
田
幸
村
ロ
マ
ン

ウ
ォ
ー
ク
」（
10
月
）に
参
加
し
ま
し
た
。

▲赤羽駅キャラバン参加の様子

○
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
参
加
グ
ル
ー
プ

7
月
、
東
京
の
J
R
赤
羽
駅
で
広
域
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
、
猛
暑

の
赤
羽
駅
で
乗
降
客
に
上
田
市
の
魅
力
紹

介
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

○
街
歩
き
グ
ル
ー
プ

市
内
商
店
街
の
再
発
見
の
た
め
12
月
に

「
お
宝
ゲ
ッ
ト
千
円
ゲ
ー
ム
in
上
田
」
を
開

催
し
、
中
心
商
店
街
で
1
0
0
0
円
で
何
が

買
え
る
の
か
、
観
光
客
の
視
点
で
探
索
し

て
み
よ
う
と
街
歩
き
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
10
月
に
こ
れ
ら
の
活
動

を
三
編
に
ま
と
め
て
提
言
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
を
提
言
と
い
う
形

だ
け
に
と
ど
め
ず
、
よ
り
具
体
化
し
実
践

で
き
る
よ
う
、
よ
り
い
っ
そ
う
上
田
の
活

性
化
の
た
め
、
引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
提

言
】

1
信
州
う
え
だ
「
観
光
応
援
団
」

を
結
成
し
よ
う

上
田
市
内
外
の
人
た
ち
や
東
京

上
田
会
・
同
窓
会
・
姉
妹
都
市
・
上

田
市
ゆ
か
り
の
著
名
人
な
ど
の
皆

さ
ん
に
、
上
田
市
の
応
援
団
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
の
中
で
事

あ
る
ご
と
に
「
上
田
」
の
良
さ
を
P

R
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
「
観
光
応

援
団
」
を
結
成
す
る
。

2
観
光
資
源
、

「
上
田
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創
造

上
田
市
の
特
産
物
の
生
産
者
と
、

市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
観
光
客
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ふ
れ

あ
い
の
場
を
つ
く
り
、
そ
こ
を
基
礎

に
上
田
市
の
特
産
物
か
ら
「
上
田
ブ

ラ
ン
ド
」
を
創
造
し
て
い
く
。

3
上
田
C
M
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
0
5
・
上
田
再
発
見
　

し
ら
せ
隊
が
2
年
続
け
て
「
ふ
る

さ
と
C
M
大
賞
」（
長
野
朝
日
放
送
）

に
C
M
を
出
品
し
ま
し
た
。
今
年

か
ら
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
上
田
の

良
さ
の
再
発
見
し
、
住
み
よ
い
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
ア
イ

デ
ア
溢
れ
る
30
秒
C
M
を
制
作
し

て
い
た
だ
き
、
発
表
で
き
る
場
を
つ

く
る
。

▲CM撮影風景



汽
車
を
下
れ
ば
真
直
ぐ
に

町
幅
広
き
松
尾
町

軒
を
な
ら
べ
し
商
店
に

土
地
の
繁
華
ぞ
知
ら
れ
け
る

�

�

えびす講で賑わう松尾町通り（大正末期）
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●北小学校●

地球にやさしい
雨水利用大作戦

����������������������������������������������

No.21市長の
い
よ
い
よ
S
O
本
番
で
す

近
づ
く
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

（
S
O
）を
上
田
市
民
の
熱
意
で
成
功

さ
せ
よ
う
！
と
多
く
の
支
援
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
や
小
中
学
生
の
皆
さ

ん
が
加
わ
っ
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

S
O
冬
季
世
界
大
会
は
ア
ジ
ア
で

最
初
に
開
催
さ
れ
る
知
的
発
達
障
害
を
持
つ
選
手

の
大
会
で
す
。
彼
ら
が
個
々
の
目
標
と
可
能
性
に

向
か
っ
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
意
義
あ
る
も
の
で
、
世

界
約
80
か
国
・
地
域
か
ら
2
5
0
0
人
あ
ま
り
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
集
結
し
ま
す
。

上
田
地
域
の
各
市
町
村
は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
各
国
選
手
を
受
け
入
れ
ま
す
が
、
当
市
で
は
中

国
人
選
手
団
約
100
人
を
ホ
ス
ト
し
ま
す
。
一
行
は

今
月
22
日
に
到
着
し
、
25
日
ま
で
滞
在
。
私
た
ち

は
心
か
ら
の
歓
迎
を
し
て
、
26
日
か
ら
の
大
会
を

前
に
安
心
し
て
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ご

協
力
を
得
て
、
小
中
学
校
と
の
交
流
、
歓
迎
式
、

練
習
、
観
光
と
日
程
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
も

上
田
市
の
実
行
委
員
長
と
し
て
精
一
杯
の
こ
と
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
活
動
を
通
し
、
障
害
者
の
自
立
と

社
会
参
加
が
促
さ
れ
、
み
ん
な
が
勇
気
や
喜
び
・

感
動
を
分
か
ち
合
え
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い

ま
す
。
大
会
の
成
功
の
た
め
に
レ
ッ
ツ
！

「
花
と
み
ど
り
と
笑
顔
の
北
小
学
校
」
で

は
、
花
作
り
が
盛
ん
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

花
を
育
て
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
水
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

去
年
1
年
間
に
北
小
学
校
で
使
っ
た
水

道
代
は
、
な
ん
と
150
万
円
!!
そ
の
金
額
に

驚
い
た
子
ど
も
た
ち
、
児
童
会
の
環
境
委

員
会
を
中
心
に
、
全
校
を
あ
げ
て
の
水
道

代
節
約
大
作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
目
標

は
30
万
円
節
約
す
る
こ
と
。

雨
の
日
に
バ
ケ
ツ
を
な
ら
べ
て
雨
水
を

集
め
る
な
ど
小
さ
な
努
力
を
か
さ
ね
、
つ

い
に
雨
水
を
た
め
る
タ
ン
ク
を
2
か
所
に

設
置
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
花
の
水
だ
け

で
な
く
、
ふ
き
掃
除
の
水
や
習
字
の
筆
を

洗
う
水
、
ク
ラ
ス
で
飼
っ
て
い
る
金
魚
や

亀
の
水
に
も
雨
水
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

「
雨
水
っ
て
け
っ
こ
う
き
れ
い
」「
雨
水

を
使
っ
た
ら
金
魚
の
病
気
が
治
っ
た
！
」

「
水
道
の
水
使
う
の
も
っ
た
い
な
い
ね
」
そ

ん
な
声
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
の
頃
で
す
。

�
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�
�
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�
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�
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▲雨水ってきれいだね

▲全校によびかけて協力してもらおう！
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「
零
―
ゼ
ロ
―
」

◇
監
　
督
　
井
出
　
良
英
　
　

◇
製
　
作
　
近
代
映
画
協
会

◇
ロ
ケ
地
　
旧
西
塩
田
小
学
校
・
別
所
公
園
・

中
塩
田
駅
・
市
民
の
森
・
千
曲
川

鼠
橋
下
流
堤
防
・
田
沢
温
泉
・
追

分
宿
・
長
野
市
河
川
敷

他

◇
出
　
演
　
杉
浦
　
太
陽
・
高
野
　
八
誠
・

辺
見
え
み
り
・
矢
部
　
太
郎
　
他

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
特
攻
隊
の

青
春
群
像
を
描
い
た
作
品
。
飛
行
機

乗
り
と
し
て
誇
り
と
自
信
を
持
つ
若

者
が
、
戦
況

の
厳
し
さ
か

ら
、
自
ら
の

死
を
も
っ
て

戦
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
時
代
背

景
を
描
き
、

愛
と
友
情
と

い
う
多
少
陳

腐
な
題
材
を

さ
わ
や
か
に
描
い
て
い
ま
す
。主
演
は
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、
30
代

の
女
性
を
中
心
に
人
気
が
あ
る
杉
浦
太

陽
さ
ん
。
相
手
役
の
辺
見
え
み
り
さ
ん

も
愛
す
る
人
を
特
攻
に
送
り
出
す
戦
時

中
の
女
性
の
姿
を
演
じ
き
り
、
涙
を
誘

う
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
映
画
に
は
、
人
気
の
お
笑
い
タ

レ
ン
ト
・
矢
部
太
郎
さ
ん
の
存
在
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
随
所
に
矢
部
さ
ん
の
コ

ミ
カ
ル
な
演
技
が
活
き
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
監
督
の
ほ
か
、
杉
浦
さ
ん

を
含
め
た
俳
優
陣
、ス
タ
ッ
フ
全
員
が
、

市
民
の
森
・
わ
し
ば
山
荘
で
１
か
月
余

合
宿
し
て
ロ
ケ
を
敢
行
し
ま
し
た
。
最

近
は
、
映
画
製
作
費
を
切
り
詰
め
る
た

め
に
宿
泊
費
を
抑
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
が
、
経
費
節
約
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

作
り
の
一
石
二
鳥
と
な
っ
た
ロ
ケ
で
も

あ
り
ま
し
た
。

上房山公会堂（中央 5-13-66）
コンクリート造りのように見えるこの建物。実は木造 2

階建で、屋根は寄棟造鉄板葺のれっきとした日本建築で
す。木造の正面をモルタル塗りしてコンクリート造のビル
のように見せるのは、関東大震災以降に流行した建て方
で、藤森照信氏により「看板建築」と命名されたものです。
様式的な部分は、パラペット(建物最上部の張り出し）に

歯形装飾のデンティ
ルのような飾りをつけ
たくらいで、オフィス
ビルのような外観とな
っています。
この建物の資料と

して「昭和三年九月
集会所建設収支簿
上房山区」があり、11
月に内藤組に内金とし
て 1,000 円支払ってお
り、翌 4年 4月に最終
の支払いをしています
ので、竣工はこの頃と
みられます。建設費は
合計 3,306 円でした。
言い伝えでは、当

時、鷹匠町が本格的な木造の公会堂を計画していたの
で、意識的に上房山では洋風で建てることにしたため、
このような意匠とデザインとなったといいます。
今までこのコーナーで紹介した「旧信濃銀行」や「水

野商工」もこの看板建築のスタイルで、建築年も大正末
から昭和初期となっています。今でも街のあちこちにこ
のような「看板建築」が残っています。

■問合せ　生涯学習課文化財係　� 23・5102

上田市の
近代建築物�

上
田
キ
ネ
マ
館

映
画
の
舞
台
を
め
ぐ
る

Take7

上房山公会堂正面

上房山公会堂事務室
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青木正雄さん
AOKI MASAO
スポーツ指導者

モットーは「一生涯勉強すること、

たくさんの人と話すこと」

人interview

「
青
木
さ
ん
に
い
て
も
ら
わ
な

い
と
、
ウ
チ
の
会
社
は
困
っ
て
し

ま
う
ん
だ
よ
」
―
―
社
長
が
引
き

止
め
る
そ
ん
な
言
葉
を
振
り
切
っ

て
、
浜
松
の
勤
め
先
か
ら
故
郷
の

信
州
へ
戻
っ
て
き
て
十
数
年
。
五

加
の
自
宅
で
語
る
青
木
さ
ん
の
語

り
口
は
軽
快
だ
。

国
鉄
（
日
本
国
有
鉄
道
）
を
定

年
退
職
後
、
そ
の
経
験
や
第
一
種

電
気
工
事
士
・
特
殊
電
気
工
事
の

資
格
を
生
か
し
て
電
気
設
備
関
連

の
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
が
、「
一

生
勤
め
人
で
は
だ
め
。
自
分
の
時

間
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
も
っ
と

地
域
に
恩
返
し
し
た
い
」
と
考
え

た
の
が
U
タ
ー
ン
の
理
由
だ
。

引
っ
越
し
て
き
て
も
、
長
く
信

州
を
離
れ
て
い
た
た
め
、
周
囲
に

知
人
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
溶
け
込

も
う
と
、
手
始
め
に
県
で
行
っ
て

い
る
「
地
域
指
導
者
養
成
講
座
」

を
受
講
し
た
。
受
講
後
は
、
福
祉

施
設
な
ど
に
出
か
け
て
は
月
2
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け

た
。
一
方
で
は
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
講
し
て
い
る
「
高
齢
者

学
園
」
に
入
学
し
勉
強
を
開
始
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
も
始
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
き
っ
か
け
と
い
う
も

の
は
不
思
議
な
も
の
で
、「
上
田

で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
を
立
ち

上
げ
た
い
の
で
、
会
員
に
な
る
人

を
集
め
て
く
れ
な
い
か
」
と
頼
ま

れ
、
メ
ン
バ
ー
集
め
に
奔
走
。
そ

の
活
躍
ぶ
り
を
見
込
ま
れ
て
協
会

の
会
長
に
推
薦
さ
れ
、
6
年
間
会

長
を
務
め
た
。
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
と
し
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

の
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
。

探
究
心
も
人
一
倍
だ
。
国
鉄
時

代
、
東
海
道
新
幹
線
の
浜
松
車
両

工
場
に
赴
任
し
、
車
両
課
で
長
年

に
わ
た
り
新
幹
線
車
輌
の
検
修
計

画
管
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、「
私
は
電
気
屋
」
と
自
認
す

る
青
木
さ
ん
。
7
年
前
に
は
市
の

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
に
入
学
し
、

卒
業
後
は
大
学
院
で
理
系
コ
ー
ス

を
選
択
。
5
人
の
仲
間
と
共
同
で
、

昨
年
の
9
月
、
ダ
ム
建
設
に
伴
う

東
京
電
力
株
式
会
社
の
自
然
環
境

へ
の
配
慮
に
つ
い
て
修
士
論
文
を

仕
上
げ
た
。「
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
上
田
市
の
こ
と
ぶ
き
大
学
院

は
、
全
国
で
も
例
が
少
な
い
も
の

な
の
で
、
多
く
の
高
齢
者
が
生
き

が
い
を
求
め
る
場
と
し
て
足
を
運

ん
で
ほ
し
い
」
と
熱
っ
ぽ
く
語
る
。

い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
そ
の
意
気

込
み
が
湧
い
て
く
る
の
か
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
私
は
昔
か
ら
何
で
も

徹
底
的
に
や
っ
て
み
な
い
と
気
が

済
ま
な
い
タ
イ
プ
だ
か
ら
ね
」
と

歯
切
れ
が
い
い
。

「
一
生
涯
勉
強
す
る
こ
と
。
い

ろ
い
ろ
な
人
と
話
す
こ
と
。
そ
し

て
健
康
で
い
る
こ
と
」
が
モ
ッ
ト

ー
だ
と
い
う
青
木
さ
ん
。
79
歳
を

迎
え
た
今
も
な
お
、
湧
き
出
す
好

奇
心
は
旺
盛
だ
。
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川
　
柳

短
　
歌

俳
　
句

4月号の投稿方法
はがき又ははがきサイズの紙に、①

短歌・俳句・川柳の別②氏名（ふりが

な）③自治会名④電話番号を記入のう

え、2 月 23 日（水）必着で上田市教育

委員会「広報うえだ」係（〒 386-

0025 上田市天神 2-4-74）へ。はがき

サイズの紙の場合は直接教育委員会の

ポストへ。

短歌・俳句・川柳ごとに別のはがき

で投稿してください。

なお、音声版の広報うえだを作成し

ていますので、氏名・作品内の漢字に

は必ずふりがなをつけてください。

今月の投稿作品（11 月24 日～ 12 月23 日到着分）
短歌… 76 首　俳句… 144 句

川柳… 203 句　計… 423 作品

鬼
太
鼓
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
佐
渡
へ
呼
び
山
　
口
　
　
山
崎
さ
ち
子

握
手
す
る
ポ
ー
ズ
庶
民
は
騙
さ
れ
ぬ
常
磐
城
　
　
増
田
　
宗
光

メ
ロ
ド
ラ
マ
今
も
昔
も
金
に
な
り

緑
が
丘
　
　
宮
崎
善
一
郎

ヨ
ン
様
は
日
本
中
に
か
ぜ
移
し

十
　
人
　
　
清
水
　
定
登

暖
炉
の
火
今
年
も
近
づ
く
ク
リ
ス
マ
ス
中
　
野
　
　
鈴
木
秀
一
郎

人
生
の
残
り
火
生
か
す
趣
味
の
道

中
之
条
　
　
西
沢
　
紀
子

血
圧
が
ま
た
も
不
安
を
連
れ
て
来
る
国
　
分
　
　
山
辺
　
啓
次

一
日
一
善
そ
ん
な
気
持
で
酉
の
喜
寿
諏
訪
形
　
　
鷲
沢
　
昭
月

古
電
車
は
ず
す
な
と
吹
く
コ
カ
リ
ナ
よ
馬
場
町
　
　
武
井
　
宏
雄

福
袋
横
目
で
に
ら
む
空
サ
イ
フ

国
　
分
　
　
山
越
え
ち
子

木
杭
が
冬
の
足
音
忍
び
よ
る

国
　
分
　
　
関
田
　
幸
子

役
目
終
え
木
の
葉
身
を
染
め
旅
に
た
つ
富
士
山
　
　
山
寺
　
勝
世

甘
い
汁
吸
う
虫
た
や
せ
民
の
声

常
磐
町
　
　
白
鳥
　
文
彦

冬
空
の
星
を
探
し
て
目
の
検
査

下
吉
田
　
　
小
林
　
房
代

噴
煙
の
浅
間
の
顔
を
と
り
戻
す

中
　
野
　
　
本
木
　
せ
つ

除
夜
の
鐘
安
堵
の
町
を
包
み
込
み

御
　
所
　
　
手
塚
　
利
勝

覚
悟
し
て
出
か
け
た
足
が
も
つ
れ
出
し
仁
古
田
　
　
鈴
木
　
昭
二

陽
に
映
え
て
化
粧
紅
葉
の
自
己
主
張
常
　
入
　
　
竹
花
す
み
子

ダ
ス
キ
ン
で
天
井
を
掃
き
目
を
回
し
緑
が
丘
　
　
津
林
　
清
司

た
っ
ぷ
り
と
カ
レ
ー
煮
込
み
て
妻
の
旅
愛
宕
町
　
　
中
井
比
奈
江

投
稿
も
詠
む
人
浮
か
び
恥
ず
か
し
い
下
吉
田
　
　
丸
山
　
憲
雄

選
者
吟

戦
う
血
収
め
て
軍
鶏
の
目
が
温
い

訂
正
と
お
詫
び

1
月
1
日
号
短
歌
の
「
金
澤
昭
夫
」
さ
ん
は
、
正
し
く
は

「
倉
澤
昭
夫
」
さ
ん
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

短
　
歌

熊
坂
　
年
成

選

入
　
選

障
害
を
持
ち
病
院
に
わ
れ
を
待
つ
夫つ

ま

は

人
生
の
空
白
長
く

手
　
塚
　
　
樋
口
も
と
子

贈
ら
れ
し
花
の
香
り
を
の
せ
て
弾ひ

く

水
色
の
ワ
ル
ツ
わ
れ
に
や
さ
し
き

東
前
山
　
　
竹
内
　
勝
江

亡
き
母
の
機は

た

織
り
音
を
連
れ
て
く
る

木
枯
し
窓
を
今
宵
も
た
た
く

常
　
田
　
　
関
　
　
礼
子

佳
　
作

枯
れ
し
枝
に
吾
も
一
輪
咲
か
せ
よ
と
気
負
へ
ば

萎
え
し
足
の
や
は
ら
ぐ

小
　
泉
　
　
清
水
　
悦
男

静
か
に
も
枝
離
れ
た
る
枯
落
葉

時
雨
呼
び
つ
つ
秋
深
み
ゆ
く

矢
　
沢
　
　
青
木
　
杏
生

稲
く
ず
を
燃
や
す
煙
も
人
影
も

昔
と
な
り
て
夕
陽
落
ち
行
く

築
　
地
　
　
井
上
奈
良
子

日
だ
ま
り
に
庭
師
の
た
ぐ
り
寄
せ
く
れ
し

「
天
上
の
青

ヘ
ブ
ン
リ
ー
ブ
ル
ー

」
の
種
い
と
ほ
し
む

下
房
山
　
　
秋
山
千
枝
子

霜
の
朝
蟷
螂
あ
み
戸
に
卵
産
み

秋
深
ま
り
て
露
の
身
か
な
し

秋
　
和
　
　
井
上
喜
美
子

風
さ
む
く
師
走
の
午
後
を
こ
も
り
居
て

メ
モ
よ
り
探
す
吾
が
十
大
ニ
ュ
ー
ス
小
　
牧
　
　
宮
島
　
　
正

わ
が
子
に
も
似
て
愛い

と

し
み
し
鉢
植
え
の

花
を
見
ぬ
ま
ま
夫
逝
き
た
り

芳
　
田
　
　
小
林
　
房
代

選
者
詠

雪
降
る
を
う
と
ま
し
と
言
ふ
病
む
妻
と

祈
り
つ
つ
待
つ
早
春
の
空

俳
　
句

矢
島
　
渚
男

選

入
　
選

細
ま
り
し
骨
折
の
足
霜
を
踏
む

福
　
田
　
　
田
中
優
美
子

夫
と
子
を
見
送
り
冬
の
家
を
出
ず

越
　
戸
　
羽
生
田
め
ぐ
美

狐
見
て
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
秋
の
暮

下
本
郷
　
　
宮
島
　
英
二

山
茶
花
や
と
と
と
と
と
魚
を
呼
ぶ

緑
が
丘
　
　
畑
　
　
和
人

佳
　
作

油
差
し
終
へ
し
農
機
具
飾
り
吊
る

生
　
塚
　
　
春
原
　
征
二

無
花
果
一
本
残
し
菜
を
漬
け
る

小
　
泉
　
　
木
村
　
シ
モ

花
柄
の
タ
オ
ル
閉
じ
込
め
初
氷

保
　
野
　
　
清
水
ゆ
き
子

寝
て
も
木
枯
凡
人
の
あ
く
び
し
て

中
　
野
　
　
本
木
　
せ
つ

残
さ
れ
し
柿
の
実
赤
し
浅
間
燃
ゆ

西
　
脇
　
　
田
中
　
　
豊

見
え
て
こ
ぬ
老
い
先
怖
し
日
向
ぼ
こ
上
　
掘
　
　
工
藤
じ
ゅ
ん

玄
関
脇
仁
王
立
ち
し
て
花
八
つ
手

材
　
木
　
　
大
谷
　
文
子

白
さ
さ
げ
小
豆
と
換
へ
る
畑
隣

浦
　
野
　
　
小
林
　
信
宏

冬
靄
に
浮
き
出
て
子
等
の
登
校
す

北
大
手
　
　
中
曽
根
和
夫

吊
し
干
す
柿
に
岩
鼻
颪
か
な

築
　
地
　
　
倉
澤
　
昭
夫

老
残
の
命
浮
べ
る
柚
子
湯
か
な

丸
　
掘
　
　
長
谷
川
　
貢

裏
溝
の
落
葉
を
集
め
年
暮
る
る

神
　
畑
　
　
竹
内
　
芳
子

顔
出
し
て
石
の
喜
ぶ
冬
の
川

小
　
牧
　
　
片
岡
　
て
つ

選
者
吟

冬
菊
の
乾
く
に
ま
か
す
日
向
か
な

川
　
柳

臣
川
　
南
月

選

入
　
選

こ
の
先
も
あ
な
た
の
杖
と
な
る
覚
悟
築
　
地
　
　
宮
尾
　
伊
香

煮
大
根
湯
気
の
向
う
に
亡
母
の
影

学
海
南
　
　
田
中
す
い
子

い
つ
の
間
に
こ
ん
な
靴
は
く
孫
の
足
住
　
吉
　
　
中
山
　
吉
泰

佳
　
作

大
太
鼓
腹
わ
た
揺
ら
す
程
に
吠
え

山
　
口
　
　
斎
藤
　
俊
勝

遠
山
の
初
雪
に
逢
う
峠
道

手
　
塚
　
　
樋
口
千
枝
子
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があってできたことです。

―仕事を継続する力になっているのは、どんなことですか。
お客様からいただく「ありがとう」の言葉と、協力してく

ださる多くの人への感謝の気持ちが原動力です。それ

から、当社では、毎月全員がレポートを提出しますが、

自分の考えや意見を自由に書くことができます。社内報

に掲載され、社員同士の意見交換にもなるのですが、性

別や職制に関係なく意見を言うことができたり、聞いて

もらえる場があることも、仕事を楽しくでき継続できる

理由の一つです。

―ありがとうございました。最後に働く女性へのメッセ
ージをお願いします。
小さくてもいいですから､自分なりの目標を持つことで

す。そして頑張り過ぎず、女性だからと甘えず、自分ら

しさを大切に。それから、自分が楽しく働くためには、

環境を整えることも大切です。お世話になっている職場

の皆さんや家族に感謝の気持ちを言葉で伝えるなど、

ちょっとした気配りが生活や仕事を楽しくできる潤滑油

になります。

苦労はそれほど感じてきませんでした。自分の力とい

うより、周りの人たちの協力のおかげです。

お話の中では、「感謝」という言葉がでてきました。い
つも感謝の気持ちを大切にすることが、いきいきと仕事
も子育ても続けてくることができたコツかもしれません。

＊㈱アップル運輸……引っ越しサービスや一般貨物配送等の業務
を展開する運送会社。女性ドライバーも活躍しています。

男女共同参画課　� 23・5245 FAX 25・4100

昨年 12月に引き続き､テーマは「輝いて働く女性」で
す。どんな方に出会えるでしょうか。

●みんなの
協力あっての
15 年でした

男女共同参画推進事業者
㈱アップル運輸

真野　淑子さん

―なぜ､現在の仕事をしようと思われたのですか。
子どもが小さいときはパートで勤務していましたが、

15 年前に長野県内に引っ越してから､現在の会社に就

職しました。何回か引っ越しの経験がありましたし、独

身時代からの事務の経験を生かしたかったからです。

特別な資格は持っていませんでしたが､それまでしてき

たことが社会で認められれば生きがいになります。社会

に出て学びたい､子どもと一緒に成長したいという思い

もありました。

―家事や子育てと仕事の両立はどのようにしてきましたか。
夫が単身赴任なので、夫の両親と 3 人の子どもたち

と暮らしています。両親の協力は得られますが、甘えす

ぎないように、子どもたちができることは自分たちです

るようにさせています。学校行事などで休むときは､同

僚が気持ちよく協力してくれました。私ひとりの力では

なく､夫の理解､両親や子どもたちの協力、会社の協力

市
で
は
「
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
」
に
基
づ
き
、
男
女
が
共
同

し
て
参
画
す
る
体
制
の
整
備
や
、

女
性
の
能
力
活
用
・
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
な
ど
の
環
境
づ
く
り

に
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
の

皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
特
に
優
れ
た

事
業
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

市
内
の
事
業
者
（
事
業
活
動
を

行
う
個
人
・
法
人
、
非
営
利
団
体
、

自
治
会
、
P
T
A
な
ど
の
各
種
団

体
）
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
者
の
方

①
女
性
の
能
力
活
用
や
職
域
拡
大

の
た
め
、
積
極
的
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

②
家
庭
生
活
と
仕
事
そ
の
他
の
活

動
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め

独
自
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

③
そ
の
ほ
か
、
男
女
が
共
同
し
て

参
画
す
る
環
境
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
ん
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い

（
推
薦
も
可
）。

☆
事
業
者
の
役
員
体
制
は
男
性
も
女

性
も
加
わ
っ
て
い
る
。

☆
行
事
内
容
な
ど
の
重
要
な
こ
と
を

決
め
る
と
こ
ろ
に
女
性
が
参
画
し

て
い
る
。

☆
育
児
休
業
・
介
護
休
業
は
男
性
も

女
性
も
取
り
や
す
い
。

☆
仕
事
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
や
介

護
、
地
域
の
活
動
に
参
画
し
や
す

い
環
境
で
あ
る
。

受
賞
の
実
績
は
、
市
の
建
設
工

事
入
札
参
加
資
格
審
査
の
際
に
配

慮
さ
れ
ま
す
。

●
応
募
の
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
を
3
月
31
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：
//w
w
w
.

city
.u
ed
a.n
ag
an
o.jp

/d
an
jo/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
左

記
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
各
支

所
、
各
公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
・

ゆ
う
に
も
あ
り
ま
す
。

●
応
募
・
問
合
せ

〒
386-

8
6
0
1

上
田
市
大
手

1
‐
11-

16

上
田
市
総
務
部
男
女

共
同
参
画
課
�
23
・
5
2
4
5
／

E
-m
ail:

danjo@
city.ueda.nagano.jp

「
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
」
を
募
集
し
ま
す
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ま
ご
こ
ろ
を
あ
り
が
と
う

▽
樋
口
雷
治
様
／
日
章
旗
1
旗
／
博
物
館
へ

▽
�
裏
千
家
淡
交
会
長
野
県
支
部
東
信
青
年
部

様
／
6
万
円
／
社
会
福
祉
基
金
に

▽
㈱
日
本
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
様
／
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
一
式（
4
3
0
0
0
個
）
／
上
田
駅
お
城

口
の
活
性
化
と
お
城
口
竣
工
1
周
年
記
念
に

▽
夢
工
房
代
表
田
中
貞
様
ほ
か
3
人
／
キ
ル
ト

作
品
1
点
／
別
所
線
利
用
促
進
に

▽
長
野
県
連
合
青
果
㈱
様
／
み
か
ん
50
箱
／
社

会
福
祉
施
設
へ

▽
市
村
福
江
様
／
5
万
円
／
社
会
福
祉
基
金
に

▽
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様
（
東
御
市
）
／
5

万
円
／
社
会
福
祉
基
金
に

新
潟
県
中
越
地
震
・
兵
庫
県
出
石
町
水
害

【
被
災
地
救
援
募
金
の
お
礼
】

昨
年
10
月
23
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地

震
は
、
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
が
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
る
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
20
日
の
台
風
23
号
に
よ
り
姉

妹
都
市
出
石
町
で
は
一
部
地
域
が
水
没
し
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

市
で
は
昨
年
10
月
26
日
か
ら
12
月
27
日
ま

で
、
新
潟
県
中
越
地
震
・
台
風
23
号
出
石
町
水

害
救
援
募
金
等
の
呼
び
か
け
を
し
た
と
こ
ろ
、

市
民
や
自
治
会
、
企
業
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
捐
金
は
1
3
1
8
万
8
5

3
4
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

義
捐
金
は
、
新
潟
県
災
害
対
策
本
部
、
日
本

赤
十
字
社
、
兵
庫
県
出
石
町
に
届
け
ま
し
た
。

義
捐
金
は
じ
め
物
資
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
福
祉
課
�
22
・
4
1
0
0

内
線
1
6
0
5

12
月
分

少
し
、
定
期
利
用
者
全
体
で
は
1.6
％
の
増
加

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
外
の

利
用
者
は
善
光
寺
の
御
開
帳
の
あ
っ
た
15
年

度
と
比
べ
6.3
％
減
少
、
14
年
度
と
比
べ
て
も

3.1
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
昨
年
12
月
に
別
所
線
に
対
す
る

当
面
3
年
間
の
支
援
を
行
う
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
問
題
が
解

決
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
に

わ
た
っ
て
運
行
を
続
け
る
た
め
に
は
、
利

用
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

第
3
回
上
田
交
通
別
所
線

利
用
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
日
　
時

2
月
19
日
�

13:
30
〜
16:

00

◆
会
　
場

上
田
創
造
館

（
別
所
線
赤
坂
上
駅
下
車
徒
歩
10
分
）

車
で
の
来
場
は
極
力
お
控
え
い
た
だ
き
、

別
所
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
赤
坂
上

か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
あ
り
）。

◆
内
　
容

・
基
調
講
演

「
地
域
の
財
産
・
別
所
線
の
価
値
を
見
直

そ
う
！
」

上
岡
直
見
さ
ん

（
鉄
道
ま
ち
づ
く
り
会
議
事
務
局
長
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
地
方
鉄
道
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
に
学
識
経
験
者
、
市
民
団
体
、

学
生
、
観
光
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
議
論

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
特
別
発
表
（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）

川
辺
小
学
校
３
年
生
に
よ
る
合
唱

「
夢
み
鉄
道
別
所
線
」

・
別
所
線
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

【
別
所
線
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
展
示
会
】

◆
日
　
時

1
月
27
日
〜
2
月
18
日

◆
会
　
場

別
所
線
上
田
駅
コ
ン
コ
ー
ス

※
応
募
い
た
だ
い
た
全
45
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

2
月
19
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
会
場
に
展
示
。

※
昨
年
12
月
23
日
の
サ
ン
タ
列
車
で
撮
影
し
た
ス

ナ
ッ
プ
写
真
の
展
示
と
配
布
を
上
田
交
通
㈱
で

行
い
ま
す
。

管
理
課
　
�
23
・
5
1
2
9▲撮影会風景

む
し
ろ
こ
れ
か
ら
が

存
続
の
正
念
場

左
の
グ
ラ
フ
は
平
成
14
年
度
か
ら
16
年
度

ま
で
の
別
所
線
の
月
別
輸
送
人
員
の
グ
ラ
フ

で
す
。
毎
年
4
月
と
10
月
が
多
い
の
は
、
別

所
線
電
車
存
続
期
成
同
盟
会
の
あ
っ
せ
ん
に

よ
り
沿
線
自
治
会
で
特
別
回
数
券
が
販
売

さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
16
年
4
月
〜
12
月

の
輸
送
人
員
を
前
年
同
期
と
比
べ
て
み
る
と

合
計
で
2.7
％
、
2
7
3
3
1
人
減
少
し
て
い

ま
す
。
内
訳
で
は
通
勤
定
期
利
用
者
が
15
年

度
と
比
べ
て
15
・
1
％
と
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
も
の
の
、
通
学
定
期
利
用
者
が
4.4
％
減
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各施設イベント案内

■講演会「情報サービス・暮らしと
ビジネス支援型図書館づくり」

近年の図書館の潮流であり、上田情
報ライブラリーのコンセプトでもあ
る「暮らしとビジネス支援」につい
て講演会を行います。
日時　2 月 11 日� 14 : 00 ～
15:30
講師　豊田恭子さん（ビジネス支援図
書館推進協議会基本文献調査委員会委員長、

ゲッティ イメージズ ジャパン株式会社 リ

サーチマネージャー）

受講料　無料　
申込み　2 月 5日� 10 :00 から電
話受付

■語り紡ぐ「絵
え

解
と

き」の世界
絵解きは物語性のある絵の内容を説
明する、絵と語りが一体化した芸能
です。今回、絵解きの復興に取り組
む小林一郎、玲子夫妻をお迎えし、
善光寺の壮大なロマンのお話「善光
寺縁起」と、お釈迦様の最後をドラ
マチックに語る「釈迦涅槃図」を口
演していただきます。
日時 2月 19日� 18:30～
受講料 1,000円

（65歳以上の方800円）
申込み 2 月 5日� 10 :00 から電
話受付

■個人事業者の決算・
確定申告応援フェア

期間　2月 17日�～3月14日�
○決算・確定申告関係の資料を集め
た特設コーナーの開設
図書やパンフレットを集めました。
自由にご覧いただけます。

○データベース使い方個別相談会
国税庁のホームページなどを使っ
て、必要な情報、資料を入手する
方法をご案内します。

日時　2 月 26 日� 10：00 ～
16：00（1人30分・予約制）

講師　今井裕さん（コミュニティ・シン
クタンク上田　中小企業診断士）

相談料　無料
申込み　2 月 9 日� 10 :00 から
電話受付
その他　税務相談や申告書の受付は
行いません。

■ビデオ上映会
時間　13 :30 ～(約 70 分の上映を
2回行います)
定員　200人(申込み不要)
入場料　無料

■パソコン初心者コース（全3回）
日時　2 月 22 日�、3月 1日�・
8日� 13:30～ 16:00
対象　初心者
受講料　3,500円
定員　16人
内容　パソコンの基本操作、文書作
成（WORD）、インターネット
■パソコン相談室（無料）
日時　2 月 20 日�� 9 :30 ～
12:00（1人 30）
対象　初心者から経験者
定員　10人（要事前申込み）
■一歩進んだデジタルカメラ活
用講座 －撮影編－

日時 3 月 6 日�� 10 :00 ～
16:00
内容　プロの写真家の指導で、ライ
ティングを中心に、物や人物を撮影
するコツを学びます。また、カメラ
の様々な設定を使い、より鮮やかな
写真を撮る方法を紹介します。
対象　デジタルカメラを使ったこと
がある方
定員　10人
受講料 4,000円
持ち物　撮影したい物と自分で撮っ

た写真（データでも可。デジタルカ
メラは持参不要です）
■一歩進んだデジタルカメラ活
用講座 －補正編－

日時　3 月 12 日� 13:30 ～
16:30
内容　Adobe Photoshop を使用し
て、撮影した写真の明るさや色合い
の補正、照明効果などを学びます。
対象　パソコンを使ったことがある
方
定員　16人
受講料　2,500円
持ち物　自分で撮影した写真（デー
タでも可）

■上小地域水墨画展
日時 2月15日�～24日� 9:00
～ 16:30（最終日は16:00まで）
内容　上小地域の水墨画愛好者の作
品展示。
入場料　無料
■絵手紙展
期間　2月 21日�～27日�
入場料　無料
■模型飛行機をつくろう！　　　
日時　2 月 19 日� 9 : 30 ～
11:30
内容　工作キットを使って、ゴムの
動力による模型飛行機をつくります。
対象　小中学生とその保護者
定員　先着20人
申込み
2月 16日�まで
に電話、または
FAX でお申し込
みください。
■冬の星座さがし
日時　2 月 12 日� 10:00 ～
11:00
参加費　無料
内容　冬の星座と春の星座の見つけ
方を学習します。
その他　申込み不要。直接会場へ

2/ 5� 「三国志10～ 12話」

2/12� 「三国志13～ 15話」

2/19� 「三国志16～ 18話」

上田情報ライブラリー
� 29･0210／FAX 29・0211
〒386-0025 天神 1-8-1
上田駅前ビルパレオ 4階

メディアランドUEDA
� 39･1000／FAX 39・1010
〒386-1211 下之郷 812-1

Region Plaza 上田創造館
� 23･1111／FAX 24・4100
〒386-1102 上田原 1640
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お知らせ

市民税・県民税の申告が
始まります

税務課　� 23・5115

市民税・県民税の申告受付は 2 月
16 日�から 3 月 15 日�まで、市
民会館と出張会場で行います（土日
を除く）。詳しくは「平成 17 年度
市・県民税申告の手引き」をご覧く
ださい。なお､税務署から確定申告書
が直接送付された方、または所得税
の還付申告をされる方は、税務署ま
たは市民会館で申告をしてください。
出張会場は、市民税・県民税の申告
会場です。所得税の申告をする方は
ご遠慮ください。
出張受付期間中でも市民会館で全地
区の申告を受付けています。

森林整備業務委託入札（見積）
参加申請

管財課契約係　� 23・5257

平成 17・18 年度に市が発注する森
林整備業務委託の入札（見積）に、
参加を希望される方は、「入札（見積）
参加願」を提出してください。なお、
実務経験等の資格要件があります。
今回申請すると、4月 1日から平成
19 年 3 月 31 日まで、2 年間有効
となります。
■受付期間　2月 7日�～18日�
■受付場所　管財課窓口（市役所南
庁舎3階）
■その他　募集要項・申請書類等は
管財課窓口で配布
しています。また、
市のホームページ
からプリントアウ
トもでます。

原付バイク･軽自動車等の
手続きはお済みですか?

税 務 課 諸 税 係　� 23・5115
長野県自家用自動車協会上小支部

� 23・1875

軽自動車税は4月 1日現在の所有者
に 1年分が課税されます。所有する
原付バイク・ 125 �を超えるバイ
ク・小型特殊自動車・軽自動車等に、
廃車・譲渡・市外への住所異動など
があった時は、手続きが必要です。
3 月下旬になりますと、手続き窓口
がたいへん混雑しますので、早めに
手続きを済ませましょう。また､手続
きの内容でお持ちいただくものが異
なります。事前にお問い合わせくだ
さい｡
手続き窓口
①原付バイク・小型特殊自動車…市
税務課・市役所各支所
②125�を超えるバイク・軽自動車
等…長野県自家用自動車協会上小支
部（住吉65番地）

児童手当の請求はお済みですか？

児童保育課　� 23・5132

児童手当は、小学校第 3 学年修了前
（9 歳到達後最初の年度末）までのお
子さんを養育している保護者に支給さ
れる手当です。保護者の所得が一定額
を超えていない場合、認定請求をされ
た翌月から児童手当が支給されます。
認定請求は随時受け付けています。お
子さんが生まれた方、上田市に転入さ
れた方で認定請求をされていないか
たは、手続きをしてください（公務員の
方は勤務先にお問い合わせください）。
なお、平成 16 年 10 月分から平成
17年 1月分までの児童手当を 2月
15 日に指定の口座に振り込みます
ので確認してください（支払通知書は

郵送しませんので、通帳を記帳して
確認してください）。
詳しくは、児童保育課にお問い合わ
せください。

ごみの分別でお困りの高齢者の方、
ご相談ください！

廃棄物対策課　� 22・0666

ごみの分別でお困りの高齢者の方、
ごみ減量アドバイザーがごみの分け
方・出し方のご相談をお受けします。
お近くのごみ減量アドバイザーへご
連絡ください。

「市から依頼されてお宅の水道管や
排水管の点検・清掃をします」ということばにご注意！ 上下水道局営業課 �23・8243

最近市内で、市の上下水道局から依頼を受けているような言い回しで、業者が個人宅を訪問し、水道管や排水管

の点検、清掃を求めるという例が増えています。水道管や排水管の点検・清掃などは、法的な義務付けなどは一切

ありません。また、そういった業務を市が業者に委託することもありません。「不審だな、怪しいな」と思った時

は、冷静に相手先の会社名（団体名）と連絡先などをできるだけ具体的に確認してください。相手先の住所や連絡

先などがわかれば具体的な対策にもつながります。ご不明な点は、営業課へお問い合わせください。

担当（地区） 氏　名 自治会/連絡先

リーダー 栗田たか子 上　沢
� 22-2049

東　　部 立野　慧子 上常田
� 22-2726

南　　部 佐藤智恵子 北天神町
� 22-0741

中　　央 塩川　博子 北大手町
� 24-0277

北　　部 山崎　恵子 山　口
� 22-4964

西　　部 北澤　良江 西　脇
� 23-6125

城　　下 中村　民子 千曲町
� 27-7181

塩　　尻 根石　千代 秋　和
� 22-5222

川辺・泉田 小林　信子 神　畑
� 24-2403

川辺・泉田 沓掛　光子 吉　田
� 24-2466

神　　川 長谷川まつ子 岩　下
� 35-0249

神　　科 市河　蓉子 富士見台
� 27-0462

神　　科 斉藤　友子 金　井
� 27-5230

豊　　殿 荒井かぎ子 下　郷
� 27-8494

富 士 山 小平きみ子 奈良尾
� 38-5239

東 塩 田 本間富美子 鈴　子
� 38-4363

中 塩 田 荒川　キヨ 八　舞
� 38-2477

西 塩 田 守　早伊子 東前山
� 38-6655

別　　所 北沢喜代子 分　去
� 38-2241

川　　西 古平　　栄 岡
� 31-2223

川　　西 丸山ゆり子 小　泉
� 27-3492
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放送大学学生募集

放送大学 長野学習センター
� 0266･58･2332

出願期間　2月 28日�まで
授業開始　4月 1日�から
募集学生 全科履修生、選科履修生、
科目履修生、大学院修士選科生、大
学院修士科目生
資料請求　放送大学長野学習センタ
ー（〒 392-0004 諏訪市諏訪 1-
6-1 スワプラザビル4階）へ

講座・教室

森林インストラクター養成講座

NPO法人やまぼうし自然学校
� 74・2735／� 74・2795

Ｅ-mail：office@yamaboushi.org
URL http://www.yamaboushi.org

日時・場所 2月27日�（長野県林業
総合センター〔塩尻市〕）、3月5日�
（丸子町文化会館）（いずれも9:00～
15:00・2回以降は県内各地で実施）
内容　講演「森林の現状と森林イン
ストラクターの役割」（信州大学教
授・平野吉直さん、国際自然大学校
代表・佐藤初雄さん、長野県林務
部・小山泰弘さん）、試験制度・講座
概要の説明、合格体験談
締切り　2 月 25 日�（定員になり
しだい締切り）
定員 100人（各回）
参加費　初回 2,500 円（2 回目以
降3,000円）

地元学のすすめ講座
「子どもに育てたい力」

中央公民館　� 22・0760

地域で始まった子育ち支援の活動の

現状から、子どもたちに身につけて
もらいたい力とは何か、大人たちは
何をすればよいかを考えます。
日時 2月26日� 14:00～16:00
会場　中央公民館大会議室
講師　小岩井彰さん（地球クラブ）、山口
忠久さん（東小のんびり教室運営委員長）、田
村保さん（城下子どものくらし塾コーディネー
ター）、安井啓子さん（明日を創るトーキン
グプラザ・21代表）

受講料　100円
申込み　資料準備のため事前に中央
公民館へご連絡を（当日参加可）。

チャイルドシート着用講習会

上田市ファミリー・サポート・センター事務局
�／� 21・3016

日時　2月17日� 13:00～14:00
会場　ふれあい福祉センター
受講料　無料　
申込み　電話で事務局へ
その他　託児あり（無料）

手話奉仕員養成講座

福祉課　� 23・5130

日程　4 月 16 日～ 12 月 17 日の
毎月第1・3・5土曜日（全20回）
時間　10:00～ 15:00
会場　ふれあい福祉センター
内容　日常会話程度の手話と関連す
る基礎知識を学びます。
対象　市内に在住・通勤・通学する
15 歳以上で、1 年を通して出席で
き、講座終了後に手話に関わるボラ
ンティア活動ができる方（原則とし
て初めて手話を学ぶ方）
定員　20 人（定員を超えた場合は
抽選）
受講料　5,000円（テキスト代含）
申込み　3月 1日�までに福祉課へ

ひきこもり講演会・相談会

健康推進課　� 23・8244

日時 2月14日� 14:00～16:30
会場　勤労青少年ホーム
内容　講演会「ひきこもりと神経症
状～その理解とそこからの脱却
～」／ご家族との懇談・相談
講師　滝沢病院長・吉田朋孝さん
定員　30人
申込み　健康推進課へ

ママも一息 パソコン入門講座〔託児付き〕

生涯学習課　� 23・5102

日時 2/23 �･3/2 �･9 �･16
�･23� 10:00～12:00（全5回）
会場 上野が丘公民館
内容 ワード・エクセルの入門編
受講料 1,000 円（託児保険料
500円別途）
定員 15人（先着順）
申込み　電話で生涯学習課へ
その他　一般の方も参加できます。

お知らせ

平成17年度 科学研究費助成金の申請

商工課　� 23・5396

�長野県科学振興会では、科学研究
を奨励するため、自然科学を研究す
る個人・団体に対して助成金を交付
しています。助成金交付を希望する
方は、商工課へ申請書を提出してく
ださい。
助成対象　県内で自然科学の研究を
行う個人または団体（ただし、既に
完成している研究などは除きます）
締切り　5月 13日�
助成金額　30万円以内
問合せ　商工課

土木課 �23・8242

市道黒坪長島線の笹井～岩門区間で、舗装の打替え工事を行います｡
工事期間中は、片側通行となるため、渋滞が予想されます。皆さん
にはご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします｡
工事区間　市道黒坪長島線
工事期間　2月 15日～22日／3月1日～10日
交通規制　月～土曜　8:30～ 17:00の間、片側交互通行
＊なお、天候により工事期間が延びる場合があります。

市道黒坪長島線工事による交通規制
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イベント

第21回 文化創造祭（入場無料）

中央公民館　� 22・0760

◆舞台発表
会場　文化会館ホール

会場　中央公民館3階大会議室

◆展示発表
日時　2月18日�～20日� 9 :00
～17:00（最終日は15:30まで）
会場　中央公民館ほか
内容　絵画、版画、水墨画、俳画、
写真、切り絵、パッチワーク、陶芸、
木彫、川柳、俳句、書道、短歌など
の作品や、環境や生活に即した学習
の活動を発表。
その他　新潟県中越地震の被災者救
援のため、作品の一部をチャリティ
ー頒布。

手づくり体験フェア

上田商工会議所　� 22・4500

日時　2月11日�～13日� 10 :00
～18:00
会場　まちなか手づくり体験館（海
野町丸陽ビル1階）
内容　バレンタインに和風チョコレ
ート手づくり体験ほか、銀細工、ボ
トルアート、中国茶、ラッピング、
箱、籐籠、リザーブドフラワー、ト
ールペイント、楽器の手づくり体験
その他　参加自由。別途、材料費が
必要です。

早春弦楽四重奏の夕べ

川西公民館　� 22・5004

時間 2月23日� 19:00～20:00
会場　川西公民館大ホール
出演　川西カルテットの皆さん
ヴァイオリン（加藤晃さん・大井俊
恵さん）、ヴィオラ（寺島克彦さん）、
チェロ（寺島都志子さん）
入場料　無料

第40回 上小児童生徒版画展覧会

山本鼎記念館　�／� 22・2693

日時　2月11日�～21日� 8:30
～16:30（16日�休館）
会場　山本鼎記念館
内容　上田市・東御市・小県地区の
小・中・特殊学校の児童生徒版画作
品の展示
入場料　無料

募　　集

独身男女交流会
「ネイルアート&カクテルの夕べ」

上田地域広域連合企画課 � 23・2130

時間　2月26日� 15:00～18:30
場所　ブライダルホール「ラ・ヴェ
リテ」（東御市田中63-4）
内容　ネイルアート講座（女性）、ワ
イン・カクテル講座（男性）、交流会
定員　男女とも各30人
対象　将来、交流の中から親睦を深
め、結婚も考えている男女で、女性
は 25 歳以上、男性は 30 歳以上。
男性は上田市・東御市・小県郡に在
住の方。
参加費　男性　1人　5,000円

女性　1人　3,000円
申込方法　参加希望者本人が電話で

上田地域広域連合企画課（受付時間
…平日9:00～ 17:00）へ。
締切り　2 月 18 日�（先着順のた
め、定員になりしだい締切ります）。

統計調査員を募集

情報推進課情報統計係
� 22・4100 内線1228

市では、各種統計調査を実施する際
に協力していただける統計調査員を
募集しています。調査員には報酬を
お支払いします。
応募資格
①市内に住んでいる 20 ～ 69 歳の
方で、調査に熱意があり健康な方

②責任を持って最後まで調査事務を
遂行してくださる方

③調査時に知りえた秘密の保護に信
頼のおける方

④税務・警察・選挙に直接関係のな
い方　

⑤県・市主催の調査員事務説明会に
出席できる方

任期　2 年（4月 1日～平成 19年
3月31日まで）
申込み　2月18日�までに情報推進
課情報統計係へお申し込みください。
その他　簡単な面接があります。

平成17年度
信濃寮新入寮生募集

信濃寮　�･� 0422･32･5479

場所　東京都小金井市東町3-17-43
対象　長野県の高校出身者で大学に
入学予定の男子
定員　約20人
寮費　月40,000円（朝夕2食付）
詳しくは、信濃寮ホームページをご
覧ください。
URL http://www.george24.com
/̃shinano

●わくわく講座●
エコ・ハウス　� 23・5144

【おひなさま作り】日時　2月 17日� 13：00～／材料

費　300円／定員　先着15人

【布ぞうり作り】日時　2月 14日�・21日� 10：00

～ 15：00 ／持ち物　着古した「ゆかた」または木綿の

布、ものさし（30㎝程度）､はさみ、お弁当／費用　参加

費100円・材料費　30円／定員　先着15人

【ふるさとコール信州】

上田地域合同企業ガイダンス
上田職業安定協会（商工会議所内）

� 22・4500

平成 18年 3月に大学、短大、各種学校等を卒業見込みの

方を対象にした合同企業ガイダンスを行います。

日　時 2月 14日� 13:00～ 16:00

場　所 上田東急イン国際クリスタルホール

2/15� 13:30～ ヨガで元気に！

2/12� 13:00～ 吟詠・詩舞発表会

2/13�　9:00～ 歌謡発表会

2/20� 10:00～ 母と子のリトミック

2/20� 14:00～ 春風コンサート
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上田市文化会館 ■材木町 1-2-3 � 22-0760

各ホールイベント案内

と き 催　　し 開演 入場 問　合　せ

上田市民会館 ■二の丸 1-2 � 22-0762

2/19�
民音（タンゴ・
シリーズ） 18:30

無料

�民主音楽協会信越センター
� 026・229・9100

2/26�

葉加瀬太郎
コンサート

17:00

有料

上田舞踊教室・
上田染谷高校舞踊班
� 24・5403

■問合せ　上田市ボランティアセンター
上田市中央 3-5-1 上田市ふれあい福祉センター内
TEL・FAX 25-2629 URL http://www4.ueda.ne.jp/̃uedashakyo/
開設時間　平日 8:30 ～ 20:00 土曜 9:00 ～ 16:00

�

2/20� 有料14:00 NAGANO国際音楽祭
� 24・7657

舞踊公演

と き 催　　し 開演 入場 問　合　せ

2/12�
文化創造祭
（吟詠・詩舞） 13:00

無料

中央公民館
� 22・0760

文化創造祭
（歌謡） 無料

2/13� 9:00

文化創造祭
（母と子のリトミック）
（春風コンサート）

2/20� 10:00
14:00

NPO法人・明るい社
会づくり運動
� 24・2400

2/26� 13:30教育問題の
講演会

関係者 県サッカー協会審判委員会
� 23・00362/27� 9:00サッカー審判

講習会

あなたも参加しませんか？
―スプリングチャレンジボランティア―

｢スプリングチャレンジボランティア｣は、学校が

春休みになる 3月に市内の福祉施設などで行うボラ

ンティア活動です。活動を通して地域の人とのつな

がりや思いやりの心を育むことを目的とし、中学生

以上どなたでも参加できます。福祉施設の皆さんの

ご協力によって多彩なプランが用意されています。

◆募集期間　2 月 1 日�～ 19 日�
◆事前研修　3 月 12 日�
◆参 加 費　500 円（ボランティア活動保険代）

『ボランティア
グループガイド』できました！
市内を中心に活動している様々なグループの特色

ある活動を紹介しています。

探していた活動に出逢えるかも！

ボランティアセンターのほか、市内公共施設にあ

りますのでご覧ください。

訂正とお詫び　1月16日号　P.15 乳幼児健診

10か月児健診 2月受診対象者の生年月日
誤 正

16. 2.16 ～ 3.15 16. 3.16 ～ 4.15
対象のお子さんについては2月中の受診をお願いいたします。

健康推進課　� 23・8244
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第4回弥生ウォーキング参加者募集第4回弥生ウォーキング参加者募集

体験入門！エクササイズ♪体験入門！エクササイズ♪

上田市健康増進プロジェクト「毎月21日は市民健康づくりの日」事業
～ひと・まち　げんき　健康うえだ21～

今月のチャレンジ

スポーツ施設を体験しましょう！

身近にあるスポーツ施設を体験し、自分にあった運動をみつけてみませんか？

毎
月
21
日
は
市
民
健
康
づ
く
り
の
日

毎
月
21
日
は
市
民
健
康
づ
く
り
の
日

2月の
テーマ

�日 時 3 月27日�　受付 8：45 ～

開会式 9：00（スタート9：20）

�集合場所 千曲川水辺プラザ（半過グランドのとなりです）

�コ ー ス 歴史散策街道コース……（10km、18km）

�参 加 費 小・中学生 500 円、一般 1,000 円

�持 ち 物 昼食、飲み物、雨具、帽子、タオル、長袖シャツなど

�申し込み 上田ウォーキング協会　� 35・0246（上田スター商会内）

当日受付も可能

�そ の 他 参加賞あります

健康推進課� 23・8244

平成 14 年度に市で行った健康づくりア

ンケートによると、運動をする理由として

「健康のため」という回答が全体の 65 ％

ありました（右のグラフ）。一方で、運動

をしていない方は、運動をしない理由と

して「一緒に運動する仲間がいない」「運

動する施設がない」を挙げています。

健康のため

身体を動かすことが好きだから

医師に勧められたから

運動する場があるから

仲間と交流したいから

ストレス解消のため

その他 4.5 ％

23.9 ％

13.2 ％

10.6 ％

7.0 ％

20.9 ％

65.0 ％

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

いつでも、どこでも、手軽にできる運動として、前回はウォーキングの効果について

お話しました。今回はスポーツ施設で行える「水中運動の効果」についてのお話です。

水中運動は年齢に関係なくだれでも無理なく行えるのが最大の特徴です。

  
  

・体力アップ
・脂肪を燃やす
・生活習慣病の予防
(肥満、高血圧、高脂血症など)

・ストレス解消　など

特
　
性

効
　
果

注意：病気にかかっている人、特に心臓や血圧などの循環器系に不安のある人は、かかりつけ医に相談しながら運動を
はじめましょう。

今月の健康づくり事業

日時　2月20日（日）健康まつり ※詳しくは 1月 1日号広報をご覧ください。

回答人数は 1478 人。

複数回答。

・浮力により、膝や腰などに負担が少なく運
動できます
・水流抵抗により、運動量が調整できます
・水温により、エネルギー消費が高まります
・水圧により、血液循環が良くなります
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検診は、健康づくりの第一歩。

自分の生活を振り返る機会をぜひ持ちましょう。

大腸検診
〈個別検診又は集団検診〉

40 歳以上の方

便の中に血液が混ざっていないか調べます。

基本健康診査とセット、または単独でも受けられます。家族
の方等が容器を預かってくることで、医療機関に行かなくても
受けられます。
集団検診は保健補導員が自宅に容器を配布します。

※個別検診か集団検診のどちらか一方しか受けられません。

・大腸がん
・大腸ポリープ
・炎症性腸疾患
など

胃　検　診
〈集団検診〉

35 歳以上の方

バリウムを飲み、レントゲン写真で胃
の状態を調べます。
バリウムの量が減り、飲みやすくなり
ました。

・胃がん
・胃ポリープ
・胃潰瘍　など

肺がん検診
〈集団検診〉

40 歳以上の方
肺のレントゲン写真を撮ります。必要
な方には、たんの検査を行います。

・肺がん
・肺気腫
・大動脈の異常など

乳房検診
〈集団検診〉

30 ～ 39 歳の女性

専門医が診察をして、乳房にしこりなどの異常がないか
を調べます。必要な方には超音波検査を行います。

・乳がん
・乳腺症
・繊維腺腫など

マンモグラフィ検診
〈集団検診〉

40 歳以上の偶数年齢の女性

・乳がん
・乳腺症
・繊維腺腫など

乳房を左右・上下からはさみ、2枚のレントゲン
写真を撮ります。

次の方は対象になりません……乳房に明らかな自覚症状がある（しこり・
分泌物・乳頭に湿疹のような変化）、乳房の手術を受けたことがある、心臓
ペースメーカーが設置されている、乳房内に人工物が入っている。

子宮がん検診
〈集団検診〉

20 歳以上の
偶数年齢の女性

産婦人科医による診察と子宮内の細胞を綿棒な
どで採って検査をします。

・子宮がん
・子宮ポリープ
・子宮筋腫など

骨密度測定
〈集団検診〉

30 ～ 74 歳の女性

関節の痛みや骨折の予防のため、腕の骨でレントゲンに
より、骨の密度を測ります。測定結果により、保健師、栄
養士等による食生活や日常生活の個別相談を行います。
※以前受けられた方は、次回測定の年をお確かめの上、
お申し込みください。

申し込み締切日　3月4日�申し込み締切日　3月4日�
※期日に間に合わないと、個人通知を送付できない
場合がありますので、ご注意ください。

発見
されている病気

発見
されている病気

発見
されている病気

発見
されている病気

発見
されている病気

発見
されている病気

検診の対象となる方には、2月10日�ごろ、世帯ごとに直接はがきを郵送します。
はがきが届かない場合や紛失した場合には、健康推進課までお問い合わせください。
また、電話での申し込みはできませんのでご了承ください。

平成 17 年度

問合せ

健康推進課
� 23・8244

平成 17年度から各種検診の内容が変わります������
国の「がん検診指針」が改正されたことにより、平成 17 年度から次のとおり検診の内容や対象となる年齢が変わります。

①子宮がん検診の対象と検診内容

30歳以上の方は年1回
改正前 改正後

20歳以上の方は2年に1回

※若い女性の子宮頚がん発症の増
加が背景にあるため、対象年齢
を引き下げました。

②乳がん検診の対象と検診内容

30 歳以上の方は視触診を年 1
回、50 ～ 74 歳の方は視触診
とマンモグラフィ検診（エックス
線検査）を2年に1回

改正前 改正後

40 歳以上の方はマ
ンモグラフィ検診
（エックス線検査）を
2年に1回

※早期発見・治療すれ
ばその後の病気の経
過は良く、乳房温存に
よる生活の質の維
持・向上が期待できる
ため、対象年齢を引
き下げました。

結核レントゲン検診の対象

16歳の方と19歳以上の方
改正前 改正後

65歳以上の方

※今回の検診申込は必要ありませ
ん。検診対象時期になりしだい
別途お知らせします。

★はがきの提出方法
①自治会へ提出する……各自治会で回収用封筒が 2月 17 日�以降に回覧されますので、その中へ入れてください。

②直接健康推進課・各支所へ提出する……自治会に提出できなかった方などは、個人で提出してください。

2つの方法で行っています。

①個別検診…… 5 月～平成 18 年 2 月までの日程で市内の指定

医療機関（要事前に問合せ）で受診する。

②集団検診……指定日時に地区公民館などで検診車で受診（大

腸検診は除く）する。

なお、検診は年 1回です。

どのように検診を行っていますか？QQ

どんな検診が受けられますか？QQ
基本健康診査
〈個別検診〉

40 歳以上の方

血圧・身体計測・尿検査・血液検査・
心電図検査、必要な方には眼底検査
を行います。大腸検診もセットで受
けられます。同時に、肝炎ウイルス
検診、前立腺血液（腫瘍マーカー）検
査が行えます。ただし、回数や対象
者が限られていますので、医療機関
で確認してください。

寝たきりの原因にもな
る脳卒中や心臓病の危
険因子（高血圧や高脂
血症、糖尿病など）の
早期発見にお役立ち！
生活習慣を見直すきっ
かけにしましょう。

※現在治療中の方や過去に手術をされた方（胃検診では、胃の手術など）、すでに症状がある方は受診できません。
かかりつけ医に相談しましょう。

Q&AQ&A

若い年代の「自己検診」
を広めるため、上田市で
は30～ 39歳の方に視
触診（乳房検診）を年 1
回行うことにしました。

また、「結核予防法」の改正も行われたため、対象年齢が変わります。
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